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令和元年度 厚生労働省 社会福祉推進事業 

「地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な人材育成手法の開発に関する調査研究事業」 

◆ 岡山市 地域共生社会実現のための専門職人材育成研修 参加者アンケート ◆

今後の研修実施の参考にさせていただくため、アンケートへのご協力をお願いいたします。 

問１.あなたの所属先（１つに◯） 

1. 行政（医療部門）

2. 行政（高齢部門）

3. 行政（障害部門）

4. 行政（生活保護部門）

5. 行政（生活困窮者部門）

6. 行政（保健部門）

7. 行政（児童部門）

8. 行政（その他福祉部門）

9. 行政（男女共同参画部門）

10. 行政（教育部門）

11. 地域包括支援センター

12. 保健センター

13. 福祉事務所

14. 地域こども相談センター

15. 発達障害者支援センター

16. 地域ケア総合推進センター

17. こころの健康センター

18. 障害者更生相談所

19. 訪問看護ステーション

20. 居宅介護支援事業所

21. 障害者相談支援事業所

22. 地域活動支援センター

23. 寄り添いサポートセンター

24. 社協（権利擁護等）

25. 社協（地域福祉）

26. その他（   ）

問２.あなたの職種（当てはまるものに◯） 

1. 事務職・一般職

2. 保健師・看護師

3. 介護支援専門員

4. 相談支援専門員（障害者）

5. 社会福祉士

6. 児童福祉士

7. 精神保健福祉士

8. 心理士

9. 教員

10. その他（   ）

問３.研修会の感想をお聞かせください。 

（１）困難を抱える当事者・家族を支援するにあたって、これから必要となる基本的な考え方（1.断ら

ない相談支援、2.伴走型支援、3.参加支援・地域づくりに向けた支援）について 

①基本的な考え方について理解できましたか。（１つに◯）

1. 理解できた

2. ある程度理解できた

3. あまり理解できなかった

4. 理解できなかった

①-1 ①で選択した理由について教えてください。

②基本的な考え方を庁内・関係者に説明できるようになりましたか。（１つに◯）

1. 説明できるようになった

2. ある程度説明できるようになった

3. あまり説明できるようにならなかった

4. 説明できるようにならなかった

②-1 ②で選択した理由について教えてください。
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（２）本日の研修会内容について 

①研修全体を通して気づけたことを教えてください。

②本日学んだことを現場の実践（困難を抱える当事者・家族への支援や庁内・関係者への相談など）

に活かしていくことができますか。（１つに◯）

1. 活かしていくことができる。

2. ある程度活かしていくことができる。

3. あまり活かしていくことができない。

4. 活かすことができない。

②-1 ②で選択した理由について教えてください。

③今後どのような場面に活かすことができると思いますか。

④今後どのようなことに気を付けようと思いますか。

⑤印象に残ったキーワードを教えてください。

⑥研修会全体を通して、よく分からなかったことや、もっと聞いてみたかったこと、改善したほうが

いいと思う点があれば教えてください。

⑦その他、研修会全般に関するご意見やご感想等をご自由にお書きください。

ご協力ありがとうございました。 
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令和元年度 厚生労働省 社会福祉推進事業 

「地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な人材育成手法の開発に関する調査研究事業」 

岡山市 地域共生社会実現のための専門職人材育成研修 アドバイザー等アンケート

今後の研修実施の参考にさせていただくため、アンケートへのご協力をお願いいたします。 

部署名 

役職・名前 

問１．本日の研修でよかったと思う点はどこですか。ある場合、その理由も記入してください。 

問２．来年度の研修に向けてどのような工夫や改善が必要となると思いますか。 

問３．本研修を含め、地域共生社会を進めるための人材（市職員や専門職（民間事業所含む））を育てる

ためにはどういった取組が必要だと思いますか。 

問４．研修会全般に関するご意見やご感想等をご自由にお書きください。 

問５．岡山市で地域共生社会を進める上での課題やご意見等をご自由にお書きください。  

ご協力ありがとうござました。 
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令和元年度 厚生労働省 社会福祉推進事業 

「地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な人材育成手法の開発に関する調査研究事業」 

岡山市 地域共生社会実現のための専門職人材育成研修 オブザーバーアンケート

今後の研修実施の参考にさせていただくため、アンケートへのご協力をお願いいたします。 

自治体・団体名 

部署名・名前 

問１．本日の研修でよかったと思う点はどこですか。ある場合、その理由も記入してください。 

問２． 貴自治体で本日のような研修を実施できそうですか。 

1. 実施できる

2. ある程度実施できる

3. 一部実施できる

4. 実施は難しい

問３．貴自治体で本日のような研修を実施する場合、難しいと感じる点はありますか。ある場合、その

理由も記入してください。 

問４．貴自治体で研修を実施する場合、どのような工夫や加工が必要となると思いますか。 

問５．研修会全般に関するご意見やご感想等をご自由にお書きください。 

ご協力ありがとうござました。 
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Ⅴ．起案、内部稟議、庁内連携、参加者募集について 
 

研修の企画・推進を主に担当した岡山市保健福祉企画総務課の松岡克朗氏に、起

案、内部稟議、庁内連携、参加者募集についてうかがいました。 

１．なぜここまでの研修を行おうと思ったのか？ 

◯私自身、総務課という立場で各課・各相談機関単独では解決が難しい事例につ

いて関わる機会がありましたが、制度が複雑化していること、また、複合課題を抱

えている事例が多く、「断ったつもりはないが、自分たちの所管の制度では対応で

きないことから結果的に断って、たらい回しにあって問題になっている事例」をみて

きました。 

◯このため、複合課題や制度の狭間へ対応していく地域共生社会について、必要な

施策として進めてきましたが、進めていく中で「断らない相談」を実現するにあたっ

ては職員１人１人へ施策の必要性や基本的な考え方を浸透させていくことが必要

であると考え、令和元年６月に保健福祉局・岡山っ子育成局全職員対象に地域

共生社会推進のための職員研修を４０分程度で実施しました。その研修アンケー

ト意見では「とても重要な研修なので時間をかけてやってほしい」「研修の内容・

量からすると、研修時間が短かった。」等の意見があり、さらに内容を充実させた

研修が必要と考えている中、この研修の話をいただいたことから本研修を実施す

ることにしました。 

２．なぜ局長が２名参加したのか。 

どのような危機感をもって参加されたのか？ 

◯地域共生社会を進めるためには、縦割りを超えて各関係課・機関が動くことが必

要ですが、各担当者、課長クラスだと自分たちの所掌の範囲で従来通りの縦割り

にとどまってしまう可能性があります。このため、両局長に参加してもらうことで、両

局全体で地域共生社会を進めていることを職員に意識づけし、より多機関の協働

を進めることができると考え、参加をしていただくよう要請しました。なお、両局長の

参加する意識は下記の通りです。 

（福井保健福祉局長） 

◯地域共生社会の推進というこれからの社会に必要な施策を担当者が進めてくれ

ている中で、局長として内容をしっかりと理解していくことが必要という意識で参

加しました。   

◯また、岡山市も事業を始めたばかりで事業のブラッシュアップが必要ですが、本研
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修は厚生労働省職員、有識者である検討会委員や他都市の方々も参加してもら

う研修であることから有意義な助言をいただけること、また現場の実態を見ること

ができる貴重な機会です。その内容を部下から報告してもらうだけではなく、自ら

研修に参加し、現場をみることで自分の理解も深め、事業のブラッシュアップにつ

なげることが必要と考え研修に参加しました。 

（岡崎岡山っ子育成局長） 

◯岡山市では昔から縦割り意識が強く、地域共生社会を進めていくためには上から

と現場からと両方から刺激を与えていかないと進みません。上から言うだけでもだ

めで、上も現場も共通認識をもったうえで話ができるようにならないといけない、と

いうことで研修に１日参加しました。 

３．庁内での研修承諾までの経緯は？ 

◯厚労省検討委員会において、研修実施の要請があったこと、またこれからの岡山

市にとっても必要な研修であることを保健福祉局長、次長に説明したところ、「せっ

かくの機会だから行うべき」ということで承諾いただきました。また各分野の部長

やセンター長等で構成する複合課題アドバイザー会議において、研修を行うことを

説明し、局内での合意を得ていきました。さらに、岡山っ子育成局長にも同様に説

明したところ、「必要な研修であるから行うべきであり、岡山っ子育成局の職員も

参加させる」ということで承諾いただきました。 

４．参加者に対し、どのような内容を説明し、誘ったのか？ 

◯複合課題解決アドバイザー会議、福祉事務所長会議、保健センター長会議、障害

者自立支援協議会等で説明するとともに、訪問看護ステーション協議会長など、

各組織の長やキーパーソンに直接説明することで参加者を募りました。また、各課、

センター毎に参加者の割当人数を示し、割当人数を必ずだしてもらうよう組織長

に要請しました。 

◯また総合相談ワーキングのメンバーなど、各課・センター等でキーパーソンとなる

方については個別に指名し、参加してもらうようお願いしました。 

５．参加者の年齢分布や男女比は考えていたのか？ 

◯それぞれの所属（福祉事務所、保健センター等）で管理職、中堅、新人含む担当レ

ベルをそれぞれ均等に参加させてほしいという依頼をしたことでさまざまな年代が

参加することになりました。男女比については特に意識はしていませんでしたが、さ

まざまな機関から参加してもらうことで結果的に男女比のバランスがよくなりまし

た。 
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６．本当は誘いたかったけれど、誘えなかった人、誘うのをやめた人

はいるか？ 

◯病院の退院調整を行っている MSW（メディカルソーシャルワーカー）や、窓口対応

している区役所の職員や税部門の職員を誘いたかったですが、人数規模の問題

で誘えませんでした。ただ、区役所や税部門の市職員は人事異動もあることから、

「学んだことを異動先でも普及・実践してもらいたい」といったメッセージを研修で

盛り込むことで、数年先かけて意識を浸透させていけばいいのではないか、といっ

た意見を作業部会で委員からいただいたことから、無理をして呼ばないこととしま

した。病院の MSW については来年度参加してもらう方向で検討する予定です。 

７．行政職員のほか、社協等の人が参加していたが、なぜ行政以外の

人を誘ったのか？ 

◯岡山市では包括的支援体制構築に向けて相談支援包括化推進員を配置して多

機関の協働を進めていますが、包括的支援体制を進めた効果として民間支援機

関から「行政支援機関への相談のハードルが低くなった。」といった声を多くいた

だきました。こういった声があったことから、さらに民間と行政の連携を進める必要

があると考え、行政以外の支援者も含め、支援者が一堂に会する本研修に参加

いただきました。 

８．多くの人が研修に参加していたが、周囲の人への配慮として行っ

たことはあるか？ 

◯複合課題解決アドバイザーに事前にグループ構成をみてもらい、自分たちが担当

しているグループにどういった所属、階層、性格の人がいるのか確認してもらうとと

もに、特に立場や性格等でしゃべりにくそうな人には発言を促すようお願いしまし

た。 

◯また、グループワーク時に全体を見渡した時にスムーズに議論が進んでいないグ

ループについては私から声かけや進行の助言をしました。 

９．受講者を集めるための工夫 

岡山市では、 

①参加依頼通知を保健福祉局長・岡山っ子育成局長連名で出すことで、保健福祉

企画総務課という一つの課ではなく、局全体として動いていることを示したこと、 

②アドバイザー（各機関の長）や福祉事務所長会議等、既存の長が集まる会議で研

修趣旨を説明し、参加者を出してもらうよう協力を仰いだこと、（むしろ必ず人を出

すよう要請したこと） 
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③アドバイザーや各所長等に参加しやすい日を聞くことで多くの参加者が集まる日

が設定できたこと。（例えば各課の大きなイベントや保健センターの赤ちゃん検診、

福祉事務所の保護費支給日などを外すなど） 

④所長などの管理職を一定数参加させるよう明確にアドバイザーや各所属長に伝

えたこと（センターから出してもらう６人のうち、２人はセンター長、２人は中堅、２人

は新人など） 

がポイントだったと思います。 

⇒各分野のアドバイザーを正式におき、役割を与えているのは大きいが、アドバイザ

ーがいなくても管理職や相談支援に熟知した人をファシリテーターに指名し、事前

に研修を行うことでカバーできると思います。 

⇒また、丸一日の参加についても上記のプロセスができていれば参加は可能です。 

⇒そもそも地域共生は横ぐしを刺さないといけないので担当課を超え、部長、局長級

にも研修を実施することを伝え、意識を共有することでスムーズに研修を進めるこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



147 

＜参考資料＞ 

■地域共生社会推進人材育成研修通知文 
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（別紙１）地域共生社会人材育成研修の実施について 
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（別紙２）人材育成研修割当表 
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（研修受講申込書） 
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１．改正社会福祉法の概要 
 

 
 

（資料）厚生労働省「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」 

（地域共生社会推進検討会）最終とりまとめ（概要）令和元年１２月２６日 
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２．地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の
推進に関する検討会最終とりまとめ 

（資料）厚生労働省「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」 

（地域共生社会推進検討会）最終とりまとめ（概要）令和元年１２月２６日 

 

 


